
 

（第２号様式）   
令和７年４月23日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚湘風学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

(1)単位制の利点をいか

した年次進行制の教育

課程に基づき、生徒一

人ひとりの可能性を最

大限に引き出す教育活

動を展開する。 

 

(2)学習意欲を高め、自

ら考え、表現する力を

育む。 

 

(3)基礎的・基本的な知

識・技能の習得とそれ

らを活用する力の育成

を図る。 

(1)新しい教育課程の理

念を踏まえ、授業の量的

確保を前提とした「単位

制の利点」との整合性を

図る教科指導体制を実現

する。 

 

(2)ICT 機器や学習コンテ

ンツ等を利活用すること

で、生徒が主体的に学べ

る環境を構築するととも

に、わかりやすい授業を

実践する。 

(1)新しい教育課程の理念

に基づき、主体的・意欲的

姿勢で学習に取り組むこと

ができる教育活動を展開す

る。 

 

 

(2)生徒の学習意欲を高

め、「わかる授業」を実現

するために、ICT 機器やス

タディサプリを活用し、組

織的に実践研究を進める。 

(1)生徒一人ひとりにあっ

た卒業に向けての単位修得

への教育活動ができたか。 

 

 

 

 

(2)生徒の学習意欲を高め

ることができ、生徒による

授業評価の質問４「授業の

中で身に付いたことや、で

きるようになったことを実

感することができた」の肯

定的回答の割合が 90%以上

になったか。 

     

２ 生徒指導・支援 

(1)生徒の規範意識を育

成し、社会や集団の一

員であるという自覚を

持たせる。 
 

 

 

(2)学校生活への積極的

な参加を通し、豊かな

人間性やコミュニケー

ション能力を育成す

る。 

 

(3)教育相談・支援体制

の整備に努め、生徒一

人ひとりの豊かな学校

生活を支援する。 

(1)期待される行動を取

ろうとしたり、マナーを

守ろうとしたりする感性

を醸成するとともに、他

者を思いやり、違いを認

める心や態度を育む。 

 

(2)職員室の入退室の際

のあいさつや服装、言葉

遣いを正し、生徒との関

係性を深められるように

する。 

(1)時間とルールを守るこ

とを主眼に「授業規律」

「生徒心得」等を守れるよ

う、全職員で一丸となり、

適切な声掛け指導や支援を

行う。 

 

(2)教職員と生徒が学校内

で互いにあいさつを行うよ

うにし、豊かな人間性やコ

ミュニケーション能力を向

上させる。 

(1)「授業規律」等のルー

ルが守れているか。他者を

思いやる行動が取れている

か。欠席数、遅刻数、指導

件数は減っているか。 

 

 

(2)職員室に入室する生徒

へのあいさつや言葉遣いの

指導の回数が減るなど、生

徒とのコミュニケーション

を密にとることができた

か。 

     

３ 進路指導・支援 

(1)生徒が自ら将来像を

描き、主体的に生涯を

生きる姿勢を育てる。 

 

 

 

 

 

(2)生徒一人ひとりの可

能性を伸ばし、多様な

進路希望の実現を支援

する。 

(1)「総合的な探究の時

間」の授業展開を通じ

て、変化する社会で生き

抜く人材の育成を進め、

進路指導へ反映させてい

く。 

 

 

(2)自分の可能性を信じ

てチャレンジする力を育

成するとともに、それを

支える教員の進路指導力

の向上を図る。 

(1)「総合的な探究の時

間」において、分野別説明

会、ハローワークによる講

演会等により自分自身の職

業観を促す。 

 

 

 

(2)進路希望調査、進路ガ

イダンス、講演会等を計画

的に実施し、組織的な進路

指導に取り組み、生徒の将

来設計の立案を促す。 

(1)スタディサプリテスト

や総合の時間を利用した

様々な説明会、講演会を計

画的に実施して、生徒の主

体的な進路決定や職業観の

確立等に積極的に取り組め

たか。 

 

(2)希望調査、ガイダン

ス、講演会等を計画的に実

施し、組織的な進路支援を

行うことで、進路先未定の

生徒数を昨年度より減少さ

せることができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

(1)家庭や地域との連携

によりパートナーとし

て愛され、支持を得ら

れる学校づくりを推進

する。 

(1)教育活動についての

情報発信の充実を図り、

家庭や地域により一層の

理解と協力を求める。 

(1)Web ページ、メール配

信、公式X等を通し、教育

活動の情報を発信（最低月

1 回は配信）し、家庭や地

域に学校への理解を深めて

もらう。 

(1)適時に情報発信を月 1

回以上配信することができ

たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

(1)生徒が安全で、安心

でき、居心地の良い学

校生活を送ることがで

きる学校づくりに取り

組む。 

 

 

 

 

(2)一層の組織的な学校

運営と業務の効率化を

図る。 

 

(3)教員のワークライフ

バランスを推進するた

めに、働き方改革を推

進する。 

(1)日々の清掃活動及び

防災教育・防災活動に取

り組み、生徒が心地よく

安心して生活できる環境

を確立する。 

 

 

 

 

(2)一層の組織的な学校

運営と業務の効率化を図

るとともに、生徒・保護

者・教員が共に活動す

る。 

(1)平日の清掃活動を拡充

し、大掃除を縮小するとと

もに、安全点検表の活用、

危機管理マニュアルの修

正、市の防災対策課と連携

した防災教育を行う。 

 

 

 

(2)既存の学校行事等とＰ

ＴＡ活動等を重ねたり、Ｉ

ＣＴを利用したりすること

により業務の効率化と生

徒・保護者・教員の良好な

関係性を目指す。また、成

績処理業務及び入学者選抜

業務を確実に遂行する。 

(1)平日の清掃活動日を増

やし、環境整備を行うこと

ができたか。また、校内の

安全点検、危機管理マニュ

アルの修正、全年次合同の

避難訓練・防災教育を適切

に実施することができた

か。 

 

(2)保護者や地域と連携す

る学校行事において新しい

発想や企画をもって組織的

に業務の効率化を図れた

か。また、成績処理業務の

改善及び入学者選抜業務の

要項および研修会を充実し

たものにできたか。 

     

 


